


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































∫。。（仇） ∫。。（犯） ∫。、（椛） ∫。。（物） 6．1（犯） 61。（〃） b31（犯） b。。（刎）
1 O．740 O．124 一〇．008 O．538 O．749 一〇．093 0．032 O．529
2 一〇．709 一0．100 一〇．010 一〇．633 一〇．715 0．021 一〇．020 一〇．626
3 O．357 O．043 O．008 O．405 O．359 一〇．O03 O．O06 O．401
4 一0．380 0．183 O．035 一〇．264 ＿O，387 O．120 O．072 一〇．265
5 一0．112 一〇．002 O．015 O．069 一〇．116 O．044 一〇．007 O．068
6 一〇．066 一〇．326 一〇．049 一〇．019 一0．069 一〇．118 ＿O．127 一〇．O06
7 一〇．098 一〇．179 O．O09 O．031 一0．108 O，036 一0．072 0．038
8 一〇．149 一〇．102 O．062 O．068 一〇、167 O．181 一〇．044 O．070
9 一〇．085 O．148 一〇．015 一〇．182 一〇．089 一〇．023 O．071 一0．181
10 0．016 一〇．114 一0．O09 一〇．026 O．019 一〇．026 一〇．043 一0．017
11 一〇．023 O．117 0．011 一〇．077 一〇．027 0．033 O．051 一〇．080
12 0．163 O．303 一〇．017 一〇．171 O．183 一0．079 O．131 ＿O．181
Σ（・・）一［3；l111111
。18
10
O．1
　　2　　－2
gd・SeC
0　　　　　　5 0　Hz　　15
　3
共10
　　2　　－2
gd・SeC
図10．1　スペクトル密度関数（記録波，W－S
　　　成分）
Fig．10．1　Power　spectral　density　func－
　　　tion　（recorded　！V－S　comPonent）
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図10．2　スペクトル密度関数（記録波，σ一D
　　　成分）
Fig．10．2　Power　spectra1density　func－
　　　tion（recordedσ一刀comPonent）
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　　　　　　　　　　　　　　　図11二次元合成波（0－4秒）
11　A　sample　of　two　dimensiona1artiicial　acceleration　wave（O－4sec）
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図12．1スペクトル密度関数（合成波，N－S
　成分）
Fig．12．1　Power　spectral　density　func－
　tion（synthesized　W－S　comPonent）
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図12．2　スベクトル密度関数（合成波，r刀
　成分）
Fig．12．2　Power　spectral　density　func－
　　tion（synthesizeφひ一D　comPonent）・
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図12．4　クウァッド・スベクトル（合成波）
Fig．12．4　Quad－sPectrum（synthesized）
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なる二次元の独立な平均零，分散1の白色ガウス列（B．Go1d　and　C．M．Rader，1969）を用
いて下式から構成した．
　　　　　　　　麦。（k　l　p）＝［（Σ（p））。。］1／2・ζ（k）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（76）
　　　　　　　　気（・1・）一1（Σ（・））rllll；llゴ・1（・）・1姜1；；；：：為（・1・）　（・・）
　また，表1からも知れるように各バラメータ問には
　　　　　　　　f・，。（n）竺b。，。（n），f。，。（・）！b。，。（n），　n＝1，2，…，P．　　　（78）
の関係が見出される．すなわち，各成分におけるバラメータ間には（33）式の関係が近似的に
成立する．これは二次元予測誤差フィルタにおいても仮想地盤の概念が拡張出来ることを意
味している．
4．結　　　論
　強震計記録主要動部を定常確率過程とみなして，これをバラメータ化した．これらから，
周波数領域における表現と三次元までの模擬地震波合成法を導いた．この方法は従来の三角
関数系によるフーリェ展開と異なり，無相関確率変数列によるフーリェ展開を基礎にしてい
る．その利点は三角関数系と比較してはるかに少い展開項数で地震動の特徴を表現出来るこ
とであり，多数の強震記録をファイルしておくのに適した方法と考える．
あとがき
　この報告では，方法の確立に重点を置いた．そのため簡単な数値計算例を一つ述べたにす
ぎなかったが，次報告では耐震工学に使えるような型に適用例をまとめる予定である．また，
パラメータを時間的に変動させた場合の非定常的な取扱いについても考察する予定である．
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